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一般会計歳入予算の内訳
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出典：構成割合は平成31年度当初予算を基に作成



地方交付税の算定の仕組み

出典：総務省の資料を基に作成

基準財政
需要額

基準財政
収入額

基準財政需要額
主な算定項目：国調⼈⼝、世帯数、学校数、児童数、⽣徒数、道路の⾯積・延⻑など

普通交付税 基準財政収入額
法定普通税、税交付金、地方譲与税など

留保財源

標準的な地方税収入見込額
算定項目：市⺠税、固定資産税、軽⾃動⾞税など

＜基準財政収入額の算定の対象ではない市税（独自財源）の例＞
入湯税、都市計画税、法定税超過課税分、法定外目的税（宿泊税）

独自財源

（25％相当額）（75％相当額）
※超過税率を採用している場合でも標準税率に75％を乗じる


